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平成13 年度第２ 回常任委員会

日　時：平成13年 ９月29 日（土）午後２時～５時

場　所 こ東京外国画大学アジア・アフリカ言語文化研究所セミナー室

出席者：早田輝洋（会長），梶　 茂樹 （事務局長）。大石正幸 久保智之，坂本

勉，･坂本比奈子，清水克正，松村一登

オブザーバ ー：日比谷潤子（大会運営委員長），塩原朝子（事務局長補佐）

議題

〔報告事項〕

（１） 平成12年度決算書･り訂正

平成12 年度決算書の一部にあった誤 りを町正する旨報告があった。消

耗品費に関して。内訳部分 の記載（29 万7057 円）と，総計部分の記載

（33万6957 円）に相違が見’られたが，正しい頷は総計部分の33万6957 円

である。

（２）『学術用語集言語学編』り著作権収入について

r学術用縣集言語学編』の著作権収入としてJ9万8450 円の収入がありた

ことが報告された。

［審議亊狠］

（１） 第123 回大会（九州大学，!1月17 日，18 日）

大会運営委員会を９月８日，学会事務局（中西印刷）において開催し．

プロ グラムと司会者の決定を行った．研究発表は62 件の応募中，45 件

を採択した（採択亊73パ ーセント）．大会では第一日の午後に.閭催校主

催の公開ツソポジウム『rこころの科学としての言語研究』）を，第二日

の午前にJoK. Ｃｈａｍｂｅｒｓ氏（卜ｐソト大学）のiχ眞を企画し，両日の

午後に研究発表を五会場にわけて行5 予定である，

（２） 第124 回大会（東京外魯語大学，６月15日，16B ），第125 回大会

梶　 茂樹事務局長より弟124 回大壼り 準備状況に.ついて説明があった．

また，第125回大会は11月３日，４日に東北学院大学で行う予定である．

Ｓ

Ｉ
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優子（事務局長補佐代理）

議題

［報告事項］

（１） 日本学術会議第19期会員の選出に係わる学会登録

上記の件に関して登録継続のため，５月末の締め切りに向け，前例通り

に手続きを進めている，

（２） 甲南大学「国際交流言語ｔlロキウム」

日本官語学会が後援した甲南大学鬨僵の「国際交流言語コ･･キウムr 言

語理論と言語教育」」(2002 年 ３月26 日～271ﾖ ）に.関して，主催者の甲

南大学閣際言語文化セソターから，お礼り 手紙があった

（３） 平成14年 度科学研究費補助金（研究成果公開促巡覧）

平成14年度科 学研究費補助金（研 究成果公開促進費）の交付の内定に

ついて配当煢2,400,000 円が内定した旨連絡があった．昨年 に比べ配当

額ヵ;増えたが，これは英語諭文の割合が増えたことが７ 価されたものと

思われる．

（ ４）『澹倅学研二，.－ズ』第１号発行

日本言語学会から２０２万門の哭助 金を支出した日本学術会議東洋学

研究連絡委員会発行のｓ 。－ズレクーr 東 洋学研こ ，－ズ』第１号発

行が発行され，日本言語学会に20部送られて きた ．

（５） 学会ポームページ

従来，東京大学に置いてあ った学会ホームページを，内容はモのままで

学術情報センターに置く旨変更した．今後の管理や コンテンツ作成のだ

め，小委員会を設立する方向で検討する，現在ホームページ作築部会の

責任者である松村一登氏に人選を依頗し，四，五名の委員を推薦する予

定である･

［審議事項］

（１） 平成13年度決算報告

平成13年度の決算報告があり，了承された，

（２） 平戒14年度予算

平成14年 度予算について審議を行い，委負会に提出する具体案を作威

した，

（３） 大学評価委員会専門委員候補者の推薦

上記委員が新たに募集されることになり，大学評価・学位授与機構から

日本言語学会に推薦･依頭があった，推薦方法について審議した結果，今

回は時間の制約があ ることから常任委員会で選出し，推薦を行うことと
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（３）「学生会員」の設定

上記の件に.ついて跏籘を行い，委員会に提案する案を 作成した，案の骨

子は以下 のとお りである．大学，短大などに在liする学生に関して，「学

生会員」のカテゴリーを作り，会費を4,000 円（在外会員5,500 円）とす

る.

Gi ）身分確認のために学生証のコピーなど学生の身分を証明するもの

を提出してもらう．

（趾）学生会員は，選挙権・被選挙権ともに.持たないものとする（通常

会員になれば両方を有することが可）．

（４） 研究発表に関する規定の変更

上記の件について，発表要旨に関する規定，および，持ち時間中の質疑

応答時間の配分に関する規定などの変更について観論を行い，委員会に．

提出する案を作成した．

（５）「危機言語」シンポジウム（11月30 日～12 月２日） の後援

科研費文部科学省特定領域研究（Ａ）『環太平洋の「消滅に瀕した言語」

にかんする緊急調査研究』主催のシンポジウムを日本忿懣学会で後援す

ることを決定し，広報などの協力を行りことを確認した．

（６） 言語学音声学国際学会(LP2002) の後援

上記国際学会（LP2002 ）（2002 年 ９月 ２日～5 日，於：明海大学）にっ

いて，原口庄輔氏からの後援依頼に応じ，甘鳶学会として後援を行い，

後援金10万円を支出する旨委貝会に.提案することを決定した，

（7 ）r こＪ 研究』の編集

金水　 敝氏を新たに.編集委員に.迎えだ旨報告ヵ;あ った．また，平成15

年３月号として「移動」を特集テーマとする300 ～400 ページ程度の英

文誌を企画し，彙報部分と研究誌部分を分け て２分 冊として出版する

ことが提案されたが，細部を詰めるため継続謇議となった．

（８） 日本学術会議東洋学研究連絡委員会，二，.－スレター発行哭助金

日本学術会誹東洋学研究連絡委員会より上記の依債があり，哭助金とし

て２０２万円を支出することを決定した．

平成14 年度第１ 回常任委員会

Jﾖ　時：平成14年 ４月27 日（土）午後 ２時～5 時30 分

場　所：東京外国語大学アジア・アフリカ言語文化研究所 ３階セ ミナー室

出席‘者：早田輝洋（会長），梶　茂樹（事務局長），庄垣内正弘，久保智之，潸

水克正，松村一登，坂本　 勉，早津恵美子，大石正幸

オブザーバー：田窪行則（編集委員長），日比谷潤子（大会運営委員長），阿部
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した．次回以降KIついては，事態の推移を見守 り．場合によっては委員

会規定Ｑ変更を行い，選挙Ｋ二,よって推薦を行 うことが確認された．

（４） 科学研究費補助金監査委員候補者の推薦

平成15 年度の審査から細目り 大幅な変更 があり，日本語，芙語以外り

曾磊に.ついては，細目言語学とい う枠で推薦を出すように変更があった

ため，音声学会，フフソス語フラソス文学会，独文学会，中国学会，中

国語学会などと協讚り上，それぞれ以下の推忍枠を割り当てることとし

た．

第一段（定数12 ，推薦枠24 名）：フラソス語・ドイツ語・中叫語各２

名で計６名厂a 噐学会12名，音声学会６名．

第二段（定数２，隧灣粋４名）：フランス語・ドイツ語・中国語には

割り当てず，言語学会３名，音声学会１名 とする．以上の決定を受け

て，郵送に よる逗挙を行 ５ことが決定されｔ

（５） 第124 回大会（東京外・ 瑟大学）のプ1=･グラムなど

日比谷潤子大会運営委員長 より準備状況およびブログラムの報告があっ

た，発喪採択数り,40件である．今後の大会については， ワークシ ．ア

ブを公募する，ボスターセフシ ．ンを導入，大会のテー－を設定するな

どの案が検討された．

（６） 第125 回大会について

上記大会を，東北学院大学で11月３日（日，祝日），４日（月，祝日代

休）に行うことが決定され，大体り予定について，東北学院大学の大石

正幸氏より報告があった.

（7 ）r 環太平洋の「消滅に貘した言翡」萪かんする研究調査研究』主催の諧

漓会

文部科学省特定領城研究（Ａ）r霖太平洋の「消誠に瀕した言語」にかん

する研究閼査研究』が６月1. 日（土），２日（日）に東京・神田の日本

教育会館で鬨僵する国際学術講演会に.ついて，日本言 躡学会が後援する

ことが承認された，

く８） 小委員会からの報告

［Ａ.］ 夏期講座検討小委員会（田窪行則委員）

本年度は，長野県白樺糊畔において開催される，今後の予定に.ついて

は，継統の是非･6含め， ６月14 日に委員会を開催して審議する.

［Ｂ］ 危機言語小委員会（梶　茂樹委員）

５月31 日に小委員会を開く．今後，少数民族の権利について議論を深め

ていく.

［ｃ］ 編集委員会（田窪行則委員長）
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「訂瑟研究」123 号は，二冊の分冊とし，哭語誌と日本詆誌として発行

する。英文校閲費は編集贊から出費する，

（９） ア｡･gリカ言語学会夏期講座後援金

アメジX･苫語学会夏期講座（LSA S･ｌｍｍｅr Institute 2003）から後援金

17,674,00 ドルの要請があ ったが，審議の結果，この要請には応じない

ことが決定された。

（10） 今後り大会開催地について

・大阪市立大学関係者から大会開催の希簗が提出された旨報告があった･

これは次期執行部に決定を`委ねろこととし，早田会畏から 次期会長に

申し送りすることが確認された。

・第126 回大会開催地について侯福が出されたが結論は出なかった。

（11） 名簿作成

平成14 年末発行予定の日本言語学会 会員名簿作成り ためのデータベー

スの様式について議論が行われた，

平成14 年 度第１ 回委員会

日　時：平成14年 ６月15 日（土）午前10時～午後12時半

場　所：東京外図語大学アジア・アフリカ言語文化研究所３階大会議室

出席者：早田輝洋（会長），梶　 茂樹（事務局畏），井出祥子，井上史雄，梅田

博之，上野善道，尾上圭介，影山太郎，菊地康人。金水　敏，久保智

之，郡司隆男，小泉　保，坂原　茂，坂本　 勉，崎山　理。澤田治美，

清水克正，庄垣内正弘，白井賢一郎，田窪行則，田野村忠温，田村す

ず子，辻　 星児，角田太作，西光義弘，樢内　武，林　　徼，原口庄

輔，原田かづ子，樋 口康一 ，。日比谷潤子，平野尊訛 福井　 玲，松村

一登，宮岡伯人，村崎恭子，薮　司郎，湯川恭敏
，

吉田　 豊（以上

40名）

委任状:19 名

オブザーバー：富盛伸夫（第124 回大会実行委貝長），荻野綱男（会計監査委

負），窪薗晴夫 （会計監査委員），塩原朝子（事務局長補佐）

議題

［報告事項］

議事に先立って第124 回大会実行委員長，富盛伸夫氏（東京外国語大学外同語

学部）から大会開催にあたっての挨拶があった･

（１） 日本学術会議第19期会員の選出に係jつる学会登録

上記り 件に関 して登録継続り ため，／切の５月末までに前例通 りに手

箚 きを進めた旨報告があった，
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（２） 大学評価委員会専門委員侯初者の推薦

上記り委員が新規に募集されることになり，日本富語学会に推薦依頼が

あった．推薦方法について常任委員会で審鱶した結果，今回は詩 間的制

約があることから今年度の推薦においては常任委負で選出し，本人の打

診を経て推薦を行うことにした．次年度以降については, 推移を見守り，

場合によっては規定の変更を行い，選挙を行 う旨決定した．

（３） 平成15年度科学研究費補助金の簒査委員候簷 者の推薦

上記委員の推薦に.関して，日本学術会讚より依績があ り，委員の郵便投

票に より，第一段審査委負侯樒 として12 名，そして第二段審査委員 僕

祐として３名を選び，推薦した旨報告があった．

常任委員会審議事項（4）および以下，報告事項（8）（Ｂ）参豚

（４） 平成14年度科学研究費補助金（研究庇蚤公開促進費）

上記哺助金り交付頷が2,400,000 円と内定した．昨年度（1,500，000円）

に比べ配当額が大幅ア ．ブとなっている．

（５） 甲南大学「国際交流言語＝‥・キウム」

日本甘語学会が後援した上記r 風際交 流言語コロキウム『言語理論と言

語教育』亅（2002 年３月26 日～2002 年３月27 日）に関して，主催者であ

る甲南大学国際言語文化セソターから．旨憲を表する手紙があった旨報

告があった．

（６） 平成14年度第１回常任委皿会の報告

梶　 茂樹事務局長から平成14年 ４月27 日（土）開催の上記委負会につ

いての報告があった，（詳細は常任委員会報告を参照のこと.）

（7 ） 委員会・作業部会の活動報告

各委員会・作業部会から以下の報 告があった，

（Ａ〉 大会運営委員会（日比谷潤子委員 長）

$124 回大会のプログラムなどについて報告があった．

くＢ） 編集委員会（田窪行則委員長）

「言語研究」 122号, 123 号の陥集状況につい て報告が行われた. 122 号

の編集は順叫に行われており，10 月上旬に.発行予定である. 123 号が英

文号であることから.122 号にで きるだけ多 くの邦文論文を掲載する予

定である．また，現在試験的に運用されている英文執驚要綱を実際に楪

用することになった．また，邦文 の甎笛要鷂を変叉することになった．

主な変更点は投稿論文 の分量に.関するものである．従来邦文論文の分量

の上限は邦文400 字詰め80枚分以内，欧文ダブルスベースで50枚分以内

だったが，変更の結果，ペ ージ数を，邦文，欧文とも40 ページ以内と

することになった．（相当する邦文 の分量はおお よそ90枚，欧文の分量
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は15,000語である.）

この機会に，委員から執筆要綱のいくっかの箇所について９ 更の提案が

あり，田窪委 員長が編集委員会に持ち帰って最終的な判断を下すことに

なった．（新しい執筌要綱は今号の『言語研究』巻末に.掲載芒れている.）

（Ｃ〉 危機言語小委員会（林　徹幹事）

５月31 日に小委員会を開催し，今年度11月末に開催される特定領域研究

の国際 夕ｙポジウムを後援することを決足した／また，今年度11少散民

族の権利の間題を主たるテー－として識論していることが報告された.

（Ｄ） 夏季講座小委員会（荻野綱男委員長）

現在，今年 度開催の第３回夏期脾座･り申し込みを受け付け中で，現時

点で107 名の申し込みがある．／切が６月末であることから，今後申し

込みがさらに増える可能性がある，180 名参加で100 万円程度の赤字が

試算されている，夏期講座開始当初 より第３回までを「試行段階」 と

して実旅するとい うことであったため，今回の講座の実施後，今後の夏

期講座の実施について検討を行う予定である，

（Ｅ） ホームページ作哭 部会（松村一登氏）

日本言語学会ホームペ ージを東京大学文学部のサー・こーから国立情報学

研究所りザーバに移した（「学協会情報発信サービス」を利用），これは，

ホームページ管理の引継ぎを容易にするためである．

(８)

(Ａ)

日本学術会議研究連絡委員からの報告

東洋学研究連絡委員（梅田博之氏）

Frアs冫ア』とは何か」と惡するツｙボジウムを平成13年11月17日に大

正大学で開催した，また，『東洋学研連・ ユース』第１号を発行した。

当学会にはも ，－ズレター20部が送られてきた，

くＢ） 語学文学研究連絡委員（上野善道氏）

今年度より，科研贊り 審査の枠組みに.大 きな変更があった．人文学分野

では分科が文学と言語学に分かれ，日本語と英語以外の言語に関しては，

捐目言甌学り 枠で推薦が行われるようになった．従来は，例えぱフラン

ス語に関しては日本フランス語フランス文学会が候補者を推薦していた

が，これからは日本フランス語フラｙス文学会ぱ文学に閣してのみ推薦

を行う．ドイツ語，中国語なども同様である．この様な状況に鑑み，日

本フラｙス語フラソス文学会および日本独文学会から，審査委員侯補者

に関して配慮を求める要望書が日本言語学会に.対してあった，

［審議事項］

（１） 平成13年度の決算報 告があ り，了刄された．これは，2002 年４月16 日，
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(2)

(3)
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会計監査委員，荻野綱男氏。窪薗晴夫氏に.より，適正であると認められ

たものである，（別表１参照）

平成14年度予算を審犠の末決定した。（別表２参照）

第125 回大会について

平成14年11 月３日（日，休日），４日（月，代休）の２日間，東 北学貎

大学（仙台市）を会場に開催することが提案され。了承された。

（４） 夏期講座検討小委員会の委員に従来の委員の他に日比谷潤子氏を任命す

ることが同委員会の荻野綱男氏より提案され，了承された。

平成13 年度第２ 回「危機言語亅 小委員会

自　時；2001 年11 月30 日（金）午前ｎ 時～午後12時45 分

場　所：京都国際会館103 号室

出席者：池田　巧，梅田博之，梶　茂樹，坂本比奈子，崎山　理，笹間史子，

田村すず子，角田太作，鏐曲敏郎，奈良　毅，林　　徹，稗田　乃，

福井　伶，峰岸其琴，宮岡伯人

諺題

〔餮瞶事項〕

（１） 来年度の活動について

かねてから懸案の小委員会のホームページ立ち上げについてさまざまな

角度から検討がなされたが，６月までを試行期間として麗渫大学で引き

受け ることが決まうた．当面は‥小委負会が新年度からぱじめる予定の

研究会のお知らせと報告，他の研究会のお知らせ，小委員会の連絡用掲

示板などとする．

（２） 研究会の件

新年度から鬩倥が決定していた，「 危瀁 言語」研究の諸問題を考える研

究会は，角田委員 が世話役となり，第１回目はｌ 作権を テーマに，大

東文化大学の石山文彦教授に.講演を御願いすることが決まうだ．日にち

は,未定である，

（３） 言語学会による研究成果の刊行の件

特定領域研究「環太平洋の苫瓢」が最終年度となウ，その後の研究成果

の刊行について議論が行われた．少数‘;l噐の研究成果を発表することは

なかなか困難であるので，言語学会から援助が得られないかとい うこと

であ る圦 言語学僉によるモノグラフの刊行，あるいは出版助成の可能

性などが話し合われた．今後，委員会などに.計るこ,ととなる．

（ ４） 詢 ）2年度予算について

2001 年度の小委員会費は20 万円計上されているが， ホームペ ージの開
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設・維持の費用，研究会開催費などのために.増額を要求することが認め

られた，

〔報告事項〕

シｙポジウム後扱について

11月30日から12月２日にかけて行われた，特定領域科研「環太平洋の言語亅

が主催する国際シンポジウムの言語学会後援について，委員会の承認を得たこと

が報告された。実質的に言語学会が行うたことは，ポスターを言語学会委員に送

付したことである。

平成14 年度第１ 回「危機･ｉ 語」小委員会

日　時:2002 年 ５月30jﾖ （金）午後２時～５畤

会　場：東京大学山上会館002会議室

出席者：奥田　知巳，梶　茂樹。坂本　比奈子，崎山　理。 笹閥

すず子，角田　 太作，瘁曲　敏郎，中川　 裕，奈艮　毅，

稗田　乃，福井　 伶，峰岸　真琴，村崎恭子

史子，田村

林　　徹，

湛題

〔報告事項 〕

（ ユ） 第三回国際学術講演会の後援について

６月１日，2Jﾖ に科研「壥太平洋の言語」主催の国際講演会「消滅に濶

した言語」が行なわれるヵ;，これに日本言語学会が後援をすることが小

委員会において承認され，後日委員会で事後承認を受ける旨，委員長か

ら報告が行われた.

（2 ）2001 年度予算収支報告について

2001 午産予算収支報告ヵ;委員長から行jつれ廴

（３） ホームページの立ち上げにづいて

危機首貶か委員会のホームページを坂本委員が立ち上げ，試験混 用が行

われている旨，報告が行われた．

［審躪事項］

（l ）2002 年度予算と来年度の活動について

2002年度予算にホームページの維持管理費を計上することが承認され

た．

（２） 研究会の開催について

外部たどから講師を招いて研究会を行いたいという慧見が出さ九，承認
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された，

（３） 来年度以降の委員の選出に.ついて

危機言語委員会の任期終了に.伴い，次回委員会で新しい委員候補者を選

出することが確認された．

（４） 小委員会の今後の活動

今まで，宮岡科研の支援が小委員会の重要な任務の一つであったが，今

年度をもって同科研が終了することちあり，今後11独自の活動を展開す

ることが確認された．

（５） その他

・ホームペ ージの今後について

小委員会のホームペ ージは，とりあえず麗澤大掌 のサーバ ーにおくとい

うことであったが今後ど５するかということが筱本委員長から出され，

最終的には言語学会と同じところに.おくべきだが，しばらくは現状でよ

いとい うことが確認された.

・シソポジウムの開催について

小委員会主催のシｙボジウムを開催したいとい う意見が梶委艮から出さ

れ，来年度の活動として次回委員会で改めて話し合５ことになった，

議事終了後に，戈住民族の権利 に.関するワーキンググルーブからの報告

が行われ，活発な肘論が行われた．今後も，この活動を継続する予定で

ある．
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〔別表1〕 平成13 年度　日本言語学会決算

自　平成13年４月　至　平成14年３月
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(単位　円)

科　　目　　　　　金　額 抖　　且　　　　金　額

会　　　　　　　費　　14,275,500

雑　 誌　 売　 上　　2,391,675

科学研究費補助金　　1,500,000

預　 金　 金　 利　　　　15,281

大 会 関 係 収 入　　1,448,500

雑　　　収　　　入　　　230,986

積立からの繰入金　　2,800,000

刊　　　行　　　賢　5,556,705

発　　　送　　　賢　　437,470

錨　　　集　　　貲　　376,664

事 務 委 託 費4,284,000

大 会 関 係 費　3,117.274

委　 負　 会　 贄　　208,708

常 任 委 員 会 費　438,040

大会迦営委員会費　　458,474

危機言詆小委員会費　　199,955

夏期講座検討小委負会費　　164,280

Pad&Ril Mh刎睹小類会　　　　0

PX亟跏kti吮 獎牟全　　950,000

Padjl㎞咄咄４ 遺顛2,4(x),000

危桧胃語シソポジウム費　　　　　　0

CIPL　 負　担　金　　100,000

通　　 信　　 費　　442,773

事　 務　 局　 費　　659,486

消　 耗　 品　 費　　161,611

ホームページ作成費　　　52,500

雜　　　　　　　賢　　40,359

予　　　備　　　費　　200,000

＜積立金＞

選 挙 積 立 金　300,000

名簿作成積立金　　700,000

夏期講座積立金　　400,000

危捩言語ﾌり゙ Ｊ 牘立金　　400,000

記念大会積立金　400,000

収　 入　 合　 計　22,661,942 支　 出　 合　 計22,448,299

Ｊ
前 期 繰 越 金　2,102,859 次 期 繰 越 金　2,316,502

計　　　　24,764,801 計　　　　24,764,801
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◇収入内訳(単位　円)

会費

雑誌禿上

彙　　　　 報

岡内個人会員

国内団体会員

国内維持会員

在外個人会負

合　　計

三省堂書店

松香堂瀋店（取り次ぎ業務委託）

丸　善

その他ｉ 店

ノζ７タナｙバー売上

合　　計

科学研究費補助金　　1,500,000

預金金利　　　　　　　15 ．281

大会関係収入

123回大会出店料

122回大会出店料

120匝]大会出店料

111～121回大会予稿集売上

122回大会予稿集亮上

123回大会予稿集売上

合　　計

12,896,500

822,500

130 ．000

426,500

14,275,500

66,150

1,935,725

258,300

44,100

87,400
-
2,391,675

30,000

70．000

10．000

68,500

810,500

459,500
-
1,448,500



雑収入

積立からの繰入金

◇支出内訳（単位　円）

刊行費

内訳

印刷費

抜刷代

彙　　　　 敍

!20 号抜刷代

U9 号抜刷代

118号抜刷代

学術用語集著作権料

予稿集コピーサービス

合　　計

平成12年度国際関係積立より

平成11年度国際関係穣立より

平成10年度 風際関係積立より

平成1{}年度夏期講座積立 より

合　　計

120 号（220p.）

2,679,600

28,665

243

5,341

19,160

7,325

198,450

710
・
230.986

50(),000

800,000

750,000

750,0()0

・
2,8()0,000

印刷部数　 各号共に2,400 部

121 号（230p,）

2,801,400

47,040

合　計　　　2,708,265　　　　2,848,440

割゙付・枚正料は印届U費に含む

発送費　　437,470

『言語研究』発送料（追加発送料は含まない）

編集費

計(45Dp.)

5,481,000

75,705
-
5,556,705

通信費

会議費

旅　 費

アルバ イト費

消耗 品費

" 合　　 計

54,540

34,229

98,41 0

174,()00

15,495
・
376,664
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事務委託費　　4,284,000　　　　　　　　　2001年４月分～2002年３月分

日本言語学会と中西印刷株式会社により交わされた事務委託

内容の覚書に基づく業務の代金

大 会関 係費

内　　 駅

ブI=・グラム印刷費

ポスタ ー印刷費

出欠葉 宙印刷費

プ９ グラム発送費

大　　 会　　 費

予稿集 印刷費

講師謝金

合　　計

委員会費

通信費

会議讃

常任委員会費

通信費

会議贊

旅　 贄

合　　計

合　　計

大会運営委員会費

会談費

旅　費

アルバイト代

合　　 計

第122 回

136,500

73,500

22,050

186,090

425,837

553,350

(600 部発行)

174,400 
-
1，571,727

第12313

136,500

73，500

Z2,050

196,3.60

404,237

564,900

(550 部発行)

148,000
-
1,545,547

計

273,000

147,000

44,100

382,450

830,074

1,118,250

322,400
-
3,117,274

37,500

171,208
-
208,708

0

78,800

359,240
-
438,040

93,474

358,000

7,000
-
458,474



危 機 言 語 小委 員 会 費

通 信費

会 議 費

旅　 費

合　 計

夏 期 講 座検 討 小 委 員 会 費

通 信費

会 鬚 費

旅　 貧

合　　 計

Ｐａｃ追 ｃ Ｒｉｍ ｌ・･・titｕtｅ 検 討 小 委 艮会

Ｐ ａｃ遙 ｃ Ｒｉｍ Institute 奨 学 金

Ｐ ａｃｉｉ ｃ Ｒｊｌｎ ｌｌｌｓtit ｕtｅ 派 遣 旅 費

０

950.00{}

2．400,000

危搬言語シンポジウム費　　　　　　　　　　　0

crＰＬ 負担金　　　　　　　　　　　100,000

通信費

切手購入

銀行ＦＡｘ 料金

会費請求・督 促状送付

カード手数料・送金手数料

r言語研究』追加・抜刄u・バックナンバー発送

発表採否通知 ・司会者依頼状等大会関係送料

その他（文部省提出答l絮発送等）

合　　計

24S

35.600

55,355

109,000
-
199,955

630

16,500

147,150
-
164,280

t20,870

15,120

38,150

110,912

35,791

105,130

16,800
-
442,773

彙　　　　　 幟
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事務局 費

通 信費

会濫費

旅　 賢

消耗品 費

事務局長費 一事 務局長補佐 経 費

合　　 計

消耗品 費

文 房具 （領収証等）

封筒 ・振替用紙 （印刷 費含む ）

会費納 入依頼な ど （印蔵）費含 む）

合　　 計

ホー ムペ ージ作成費　　52 ，500

雑費

千野先生告別式 供花代，弔電 代

東 洋挙研迪寄卅金

合　　計

予備費

中国国際学会後援金

国際学会（LP2002 ）後援金

合　　計

選挙積立金

名簿作成費稜立金

夏期講座積立金

危機甘語プロジェクト諮立金

記念大会積立金

彙　　　　　　 報

300,000　 （定期Ｂへ）

700 ，000　（定期B へ）

400,000 （定期Ｂへ）

400,000　 （定期Ｂへ）

400,000　 （定期Ｂへ）

6，220

49,266

124,00  0

0

480j)00

-
659,4 肺

436

137,025

24,150
-
161,611

20,359

20,000
-
40,359

100,000

100,000
-
200,000
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日本言語学会

平成13 年度決算　予算・実績対照表

収入

科　　 目

会　　　　 費

雑 誌 売 上

科学研究費補助金

預 金 金 利

大 会 関 係 収 入

雉　 収　 入

積 立 か ら の 繰

入　　　　 金

収 入 合 計

前期繰越金

一

合　　計
-

△＝実績一予算

予　　 算

一 一

13,600,000

1,200,000

1,500，000

15,000

1,500,000

50,000

3,350,000

21,215,000

2,102,889

23,317,859

-

実　　攅

!4,275,500

2 ．391,675

1 ．5100,000

15,281

!j  448,500

230,986

2,800,000

22,661,942

2,102,859

24,764,801

247

(単位　円)

対予算差異
： 　 - |

675,500

1,191,675

0

281

△ ■ 51,500

180,986

△550,{}00

1,446,942

0

1,446,942
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支出

科　　 』ﾖ

刊　　　 行　　　 費

発　　　 送　　　 費

編　　　 集　　　 費

亊　 務　 委　 託　 費

大　 会　 関　 係　 費

委　 員　 会　 費

常 任 委 員 会 費

大 会 運 営 委 員 会 費

危 機 言 語小 委 員 会 費

夏期講座検討yjヽ委員会費

Mc 朏L 幽14 斟 艱 会

1咄: 趾,1a鈿 ｅｉｌ 鉦賢

危儂言霤 シｙポジウム費

CIPL　 負　 担　 金

通　　　 信　　　 賞

事　 務　 局　 費

消　 耗　 品　 費

ホ ー ムペ ー ジ作 成 費

雑　　　　　　　 費

予　　　 備　　　 費

選　 帛　 積　 立　 金

名 簿 作 成 積 立 金

夏 期 講 座 積 立 金

危機言語か ジ．夕順 立金

記 念 大 会 積 立 金

支　 出　 合　 計

次　 期　 繰　 越　 金

合　　 計

ホームページ作成費

費

黄

金立

備

積帛

雑

予

選

一 一 一

△＝予算 一実績

彙　　　　 報

(単位　円)

算

5,000,000

450,000

600,000

4.284,000

2,800,000

200,000

600,000

700,000

200,000

250,0〔K)

150,000

3,350,000

300,000

100,000

500,000

800,000

300,0〔}0

300,000

133,859

100,000

300,000

700,0 叩

400,000

400,000

400,000

3,317,859

実　　績 対予算差異

5,556,705

437,470

376,664

4,284,000

3,117,274

208,708

438,040

458,474

199,955

164,280

0

3,350,000

0

100,000

442,773

659,486

161,611

52,500

40,359

200,000

300,000

700,000

400,000

400,000

400,000

22,448,299

2,316,502

△556,705

12f530

223,336

0

△317,274

△8,708

161,960

241,526

45

85,720

150,000

0

300,000

0

57,227

140,514

138.389

247,500

93,500

△100,000

0

0

0

0

0

869,560

△2,316,502

3,317,859 24,764,801 △1,446,942

5,000,000

450,000

600,000

4.284,000

2,800,000

200,000

600,000

700,000

200,000

250,0(K)

150,000

3,350,000

300,000

100,000

500,000

800,000

300,0{}0

300,000

133,859

100,000

300,000

700,0 叩

400,000

400,000

400,000

23,317,859
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日本言語学会　平成13年度決算

資産勘定

一一 一
借　　 方

本部夲;務局

現金

第一勧莱銀行

弋彙

金　　額

普通

定期Ａ

定期Ｂ

郵便丿隈替貯金

カード

事務局

事務局口座

常任委員会口座

仮払金

/ 計

(18,10!,577)

1,037,320

486,576

2,700,000

10,600､000

3,277,681

0

(560,635)

294,333

266,302

750,000

－～

!9,412,212

纖

貸　　方

前受会費

国内個人

国内学生

ｉ 内団体

在外個人

在外学生

積立金繰入

未払金

次期繰越

計

249

(単位　円)

一
金　　額

192,000

60,000

7,000

32,500

5,500

10,600,000

6,198,710

2,316,502

１

未゙払金は当骸年度内に支払われるべき費用が支払われなかった場合の科目

平゙成13 年度決算の未払金はr 言語研究』第!20 ，121 号の印刷代，抜刷印刷代，

121号発送代．事務委託費３月分，ｔ －ムベージ作成費，封筒印刷代

仮゙払血2002 年度夏期讚瘁笳賢



250 彙　　　　 報

第一 勧業銀行　定期Ｂ

平成13年度選挙積立金

平成13年度名簿作成積立金

平成13年度夏期講座積立金

平成13年度危機言語ブロジェタト積立金

平成13年度記念大会積立金

平成12年度選挙澗立灸

平成12年度夏期講座積立金

平成12年度危機言語ブロジェタト積立金

平成12年度記念大会積立金

平成12年度名簿作成積立金

平成ｎ 年度記念大会積立金

平成ｎ 年度夏期講座積立金

平成10年度記念大会積立金

平成10年度危膽言語積立喬

平成9年度積立金

平成8年麗積立金

計

(単 位　 円)

300,000

700,000

400,000

400,000

400,000

300,000

400,000

200,000

400,000

700,000

500,000

750,000

250,000

500,000

2,200,000

2,200,000

10,600,000
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ｊ

記念大会積立金

選挙積立金

名簿積立金

夏期講座積立金

危機言語ブロジェ クト積立金

積立金

計

彙　　　　 報

項目ごとり内訳

平成13年度

平成12年度

平成11年度

平成10年度

平成13年度

平成12年度

平成13年度

平成12年度

平成13年度

平成12年度

平成11年度

平成13年度

平成12年度

平成10年度

平成９年度

平成８年度

251

(1,550,000)

400,000

400,000

500,000

250,000

(600,000)

300,000

300,000

(1,400,000)

700,000

700,000

(1,550,000)

400,000

400,000

750,000

(1,100,000)

400,000

200,000

500,000

2,200,000

2,200,000

10,600,000
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C別表２:l

自　平成14 年４月　至

彙　　　　 報

平成14 年度　日本言語学会予算

平成15年3 月 (単位　円)

収　　　 入 支　　　 出

科　 目　　　　　　　　 金　額 科　目　　　　　　　 金　額

会費　　　　　　　　　　14,500,000

雑誌売上　　　　　　　　2,000,000

科学研究費補助金　　　　2,400,000

預金金利　　　　　　　　　　15,000

大会関係収入　　　　　　1,400,000

雑収入　　　　　　　　　　　35,000

積立からの繰入金　　　　3,500,000

(12,13年度選挙積立金）　　（600,000 ）

（12,1脾銘 簿作成費積立金) (1,400,000)

（n 年度夏期講座積立金）　　(750,000)

（8年度積立金から）　　 （750,000 ）

刊行費　　　　　　　　　7,600,000

発送費　　　　　　　　　　600,000

編集費　　　　　　　　　　750,000

事務委託費　　　　　　　4,284,000

･,大会関係費　　　　　　　3,200,000

委員会費　　　　　　　　　200,000

常任委員会費　　　　　　　600,000

大会運営委員会費　　　　　600,000

危機言語小委員会費　　　　300,000

夏期講座検討小委員会費　　200,000

ホームページ作成費　　　　300,000

選挙関係費　　　　　　　　900,000

名簿作成費　　　　　　　2,100,000

夏期講座費　　　　　　　1,500,000

CIPL 負担金　　　　　　　100,000

通信費　　　　　　　　　　500,000

事務局費　　　　　　　　　700,000

消耗品費　　　　　　　　　200,000

雑費　　　　　　　　　　　32,502

予備費　　　　　　　　　　100,000

＜積立金＞

夏期講座積立金　　　　　　600,000

記念大会積立金　　　　　　400,000

危機言語プロジェク}ヽ 積立金　400,000

収入合計　　　　　　　　23,850,000支出合計　　　　　　　　26,166,502

前期繰越金　　　　　　　2,316,502

計　　　　　　　26,166,502 計　　　　　26,166,502

収　　　入 支　　　出

科　目　　　　　　　　金　額 科　目　　　　　　　金　額

会費　　　　　　　　　　14,500,000

雑誌 売上　　　　　　　　2,000,000

科学研究費補助金　　　　2,400,000

預金金利　　　　　　　　　　15,000

大会関 係収入　　　　　　1,400,000

雑収入　　　　　　　　　　　35,000

積立 からの繰入金　　　　3,500,000

(12,13年度選挙積立金）　　（600,000 ）

（12,1脾 銘IS 作成費積立金) (1,400,000)

（ｎ年度夏期講座積立金）　　(750,000)

（8 年度積立 金から）　　 （750,000 ）

収入合 計　　　　　　　　23,850,000

一

前期繰越金　　　　　　　2,316,502

計　　　　　　　26,166,502

刊行費　　　　　　　　　7,600,000

発送費　　　　　　　　　　600,000

編集費　　　　　　　　　　750,000

事務委託費　　　　　　　4,284,000

･,大会関係費　　　　　　　3 ，200,000

委員会費　　　　　　　　　200,000

常任委員会費　　　　　　　600,000

大会運営委員会費　　　　　600,000

危機言語小委員会費　　　　300,000

夏期講座検討小委員会費　　200,000

ホームページ作成費　　　　300,000

選挙関係費　　　　　　　　900,000

名簿作成費　　　　　　　2,100,000

夏期講座費　　　　　　　1,500,000

CIPL 負担金　　　　　　　100,000

通信費　　　　　　　　　　500,000

事務局費　　　　　　　　　700,000

消耗品費　　　　　　　　　200,000

雑費　　　　　　　　　　　32,502

予備費　　　　　　　　　　100,000

＜積立金＞

夏期講座積立金　　　　　　600,000

記念大会積立金　　　　　　400,000

危機言語プロジェク}ヽ 積立金　400,000

支出合計　　　　　　　　26,166,502

一

計　　　　　26,166,502
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第１２４回大会

日

場

期

会

彙　　　　　 報

2002年6 月15 日（土）～16日（日）

東京外国語大学

第１日（6 月15 日）

公開講演・総会・シンポジウム　午後１時15分～６時20分

開会の辞

開催校挨拶

演

会

講

総

シンポジウム

講　 師

Ａ New Ｈｏ虍 ｏｎ ｉｎ Linguistic Research

｢ 諸言語の動詞分類｣

253

浦

靖

司 会　 在 間　 進

風間伸次郎r 動詞分類の基準と諸言語り動詞分類亅

ラドクリフ，ｐバード

「アラビア語とセム系の言語におけるヴフーレソスと態」

峰岸真琴「シソタグマから見た動詞」

影山太郎「概念構造の基本形 とその展開：日本語と英語の対比」

第2  a (6 月16 日）

研究発表　　 午前10 時～午後3 時50 分

ＯＡ 会 場

司会　庵　　 功雄

（A1 ）10 : 00 ～　数量詞 厂ひとつ」の意味と用法　　　　　　 坂 本 智 香

－FN ひとつ Ｖ ない」構文を中心にー

(A  2) 10 : 30 ～　「はおろか／どころか」構文に関する　　　 深 田　　治

一考察 一意味論的・語用論的尺度性のメカニズムを探るー

（A3 ）11 : 00 ～　「（そう）かといって」と　　　　　　　　　森　　　 貞

「（そ う）だからといって」について

司会　三原　 健一

（A4 ）1:00 ～　 複合動詞「一出す亅 り分類　　　　　　　　 日 野 資 成

弋 訛晒恥的 一意味論的見地からー

(A  5) 1:30 ～　 日本語における二人称指示　　　　　　　 金 井 勇 人

一定記述とメトニミーの関係一一

(A  6) 2:00 ～　三部門並列モデルに基づく中間語彙　　　 朝 賀 俊 彦

項目の分析
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(A7)

(A8)

ＣＢ 会 場

彙　　　　雅

司会 加藤 泰彦

2:50 ～　省略表現と同一性条件

3:20 ～　－しかは否定極性項目ではない

司会　坂原　　茂

向 井 絵 美

片岡 喜代子

（B1 ）10 : 00 ～ ＴｈｅＥ鳬ｃt of “ＭａｎＪ!ｅr” on Causation　　 兼 元 美 友

－ Ｍａｎｉｐｕlati∇ｅ ｖｅrｓｕS Directi∇ｅ Causation ―

（B2 ）10 : 30 ～　 日英語 の ５な ぎ文　　　　　　　　　　　 時 崎 久 夫

司会　 長谷川信子

（B4 ）1:00 ～Japanese ｃｏｏrdinatｉｏｎ; ａ null conjｕct ｉｏｎ　 くjヽ 谷 克 則

analysis

（B5 ），1 こ3D～ Ｐｈａｓｅ,Ag ’rｅｅ,ａｎｄ Ｌｉｃｅｏsing・fWh 十丿励　 前 田 佳 美

ｉｎ Japanese

（B6 ）2:00 ～　Contrastive-T  opic ｗａ ａｓ Ｆｏｃｕｓ Interpre　 宗 像　　 隶

tation Ｏｐｅｒａtｏｒ

司会 松 岡　 和 美

（B7 ）2 ；50 ～　 空演算 子無移動仮説 におけ る日本語 関係節　 北 尾 廖 幸

一 照応詞 認可 と島の効 果－

（B8 ）3:20 ～　 日本手話 の ＷＨ一疑問 文　　　　　　　　 山 本 将 司

一 文末 Ｗ‾Ｈ一要 素 と Ｗ’Ｈ一安 情と の関 連－

ｏＣ 会 場

司会　 霖茴　 晴夫

（C1 ）10 : 00 ～Phonetic ｅｖidence for a pbOnOlogical ｗｏrd 森　 庸 子

of tｗｏ to ｆｏｕｒ ｍｏrａs ｉｎ Ｊａｐ釛ｅse

（C2 ）10 : 30 ～　 中国吉林省で 話されてい る朝鮮語の動詞　　 河須崎 英之

ア クセソト

（C3 ）11 こ00～　 アクセントの獲得 と幼 児語彙におけ る方 言　 白 勞 彩 子

ア タセソトの生起 分布　　　　　　　　　　 筧　　 一 彦

桐 谷　 眞

司会 薮　 司郎

（C4 ）1 ＝00～　 ア ラビア語方言 の動詞 語幹母 音比較　　　　 長 渡 陽 一

（C5 ）　1:30 ～　 チノ語 ○介音 について　　　　　　　　　　 林　　 範 彦

－ ｐ ｐ＝ビル マ諸語 との比較 研究からー

（C 6 ） 2:00 ～　 『喪回合壁』 新 ウイ グルロ語 の音毒i特 徴　　 西 村 多 恵

に.ついて



司会

（C7 ）2:50 ～

彙　　　　報

高垣　敏博

句を包摂する複合語の研究

一日中莢の事例に基づいてー

255

小 松 千 明

(C8)3:20 ～　 ス ー゙ イソ 語 の^Es q ｕｅ ｡｡｡?と　　　　　　 和 佐 敦 子

｢ ノ( ダ)｣ 疑 問 文

・Ｄ 会 場

司 会　 金 水　　 敏

(D1)10: 〔》O～　The Icelandic Ｐｅｒｆｅｃt: Ｅｘａｍｉｎｉ衂 Ｔｅｘtｕｒｅ 山 口 登志 子

in Discourse

(Ｄ

(Ｄ

2 ）

3 ）

(D4)

(D5)

(D6)

(Ｄ?)

(D8)

ＯＥ 金 場

(E1)

(Ｅ

(Ｅ

(Ｅ

(Ｅ

(Ｅ

2 ）

3 〉

4 ）

5 ）

6 ）

10 : 30～　･・シア語副動詞主体の筒題点

11 : DO～　英語における鮫話展開の方法

一日本語忙おける談話展開の方法との比較一

司会 鷲尾 龍一

1:00 ～　・ヽ ソガリ一語の再帰、中間構文における

受動の含意：秡勸性と関連して

1:30 ～　べ1･｡ナム語における動詞のヴ。イ冫､範疇の

存香について

2:00 ～

司会

2:50 ～

3:20 ～

司会

10 : 00～

10 : 30～

11 : 00～

司会

1:00 ～

1 r 30～

2；00 ～

オIJ ヤ語の動詞使疣 形ｈr･ａａ汀 させる」

の意味

藤代　　節

北上 光志

田中 香 織

野 瀬 昌 彦

’ Ｌ ｅ Ｈ ｏａｎｇ

山 部 順 治

台湾語の「動詞一補語構造」に現れるtiOh　多 田

の意味

サ・ヽ 語（ヤクート語）のＰ卮red Words

恵

江 畑 冬 生

井上　　優

「第三者の受け身」は，なぜ「被害の意」　湯 淺 章 子

を含意するのか

一日本語，イソドネツフ語対照に基づく一考竅一

日本語の使役形瓸素「させ」について　　　加 藤 幸 子

「構文」の意味的動機づけに関する一考癲　李　 在 鍋

－「Ｘ がＹこ Ｖする」を例に一

荻野　絅男

マフの人々の言語使用　　　　　　　　　 安 部 麻 矢

依頼と申出に関する社会語用論的考察　　　小 林 正 佳

日韓両言語に.おける敬語意識の対照研究　　金　　順 任

一文化庁の世論調査の追試－



256　　　　　　　　　　　　彙　　　　報

司会　西山　佑司

（E7 ）2:50 ～　付加訶の主語化に見る意味構造と統語構造　谷 脇 康 子

のイソターフエイズ

(E  8) 3:20 ～ 英語の慣用表現における距離のメタファー　辻 本 智 子
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◇ 退

国内会員

在外会員

国内団体

会

57名
名

件

１
ｙ
　

Ｑ
｝

彙　　　　　 報

◇ 事務局の手違いにより，平成13年度第２回常任委貝会報告がr 言語研究』

!21 号（2002年３月発行）の彙報に掲載されませんでした。121 号の204ページ

以下にある「平成13年度第２回常任委員会」は，「平成13年度第２回委員会亅 の

誤りです，「平成13年度第２回常任委員会亅 は本号に掲載します。また，平成13

年度第２回危吸・ 語小委員会報告も。121 号に掲載されませんでした。これも本

号に掲載します。不乎ｓ を会員の皆様にお詫びいたしますｰ

◇ 本学会委員神尾昭雄氏は平成14年２月25日に，同千野栄一氏11平成14年３月

19日にお亡くなりになりました。謹んで哀悼の意を表します。

◇ 本誌は，文部科学省平成14年度科学研究費補助金（研究成果公開促進費）り

交付を綿て刊行されたものである，
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